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 先週の木曜日から金曜日にかけて 6 年

生の修学旅行がありました。今年は、新型

コロナウイルスの影響で旅行先や日程、

期日等が幾度となく変更になり、悩みま

したが、旅行業者からのアドバイスや先

生方のアイディア、そして保護者の皆様

のご理解とご協力を得て無事に開催する

ことができました。まずはお礼から申し

上げます。本当にありがとうございまし

た。 

 さて、子ども達の様子はと言いますと、

一言でいうと「満面の笑み」といったとこ

ろでしょうか。普段ではなかなか味わえ

ない体験活動を、しかも 36 名全員で体験

でき、寝食を共にした二日間を存分に楽

しんだのではないかと感じました。 

 一日目は、まず大宜味村大保ダム湖面

でのカヌー体験、二人ペアとなって約 2時

間ほど山中のダムやその周りの山々をゆ

っくりと眺めました。水深は 20ｍ～70ｍ

程。 山肌には、滝があったり、木々には

ノグチゲラの営巣跡があったりと自然の

豊かさをじっくりと感じるひと時を過ご

しました。大保ダムを後にし、次は大宜味

村の旧道の駅向かいの海でシュノーケリ

ング体験。子ども達は、インストラクター

の指導のもと、慣れないゴーグルとシュ

ノーケルを使って透明な海の中を散策。

「魚がいっぱいいた、青い魚がいた」など

と私に報告してくれる児童たち。みんな

満足げな顔で海遊を楽しみました。私も

海に入り子ども達とスキンシップを図れ

たことはとても嬉しく思いました。大宜 

修学旅行無事終わる 皆さんに感謝  

味村を後にし、次は宿泊先の奥間ビーチ

でのマリン体験。シーカヤックに乗り、

夕方の海を満喫しました。波が少しあり

ましたが、子ども達はペアで息をそろえ

ながらシーカヤックを操り、ここでも満

面の笑みで楽しんでいました。 

 一日目の体験活動が終わり、夕食は奥

間ビーチレストランでのバイキング。コ

ロナウイルス対策の徹底もあって「消毒

をし、手袋をはめ、食べ物をよそう時は

おしゃべりをせず」を守って、おいしい

夕ご飯をおなか一杯食べていました。シ

ェフが直接盛り付けてくれるロースト

ビーフや見たことのないデザート、食べ

放題のソフトクリーム、どれをとっても

最高のお食事でした。 

 一日目の最後は、レクレーションで

す。多目的ホールにてソーシャルディス

タンスを保ちつつ、子ども達がグループ

ごとにダンスやコントを披露していま

した。また、和美先生、一郎先生、運転

手の哲郎さんも一芸を披露し、みんな大

盛り上がりで一日の最後を締めくくり

ました。 

 就寝時刻の十時以降、特にトラブルも

なく各自の部屋で疲れをいやしていた

と思います。 

 6年生の皆さんがしっかりと決まりや

マナーを守って過ごせたことが楽しく

思い出に残る修学旅行になったと思い

ます。校長先生もとても嬉しかったで

す。ご両親にも感謝の気持ちを忘れずに

今後も更に成長してくださいね。 


